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はじめに

このガイドでは、Oracle Fusion Middleware 11gをインストール、アップグレードまたはパッチ適用する際に確認する必要のある、相互運用性および互換性の考慮事項について説明します。

内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このドキュメントは、インストール、アップグレード計画およびパッチ・セット適用の作業を担当するシステム管理者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gのドキュメント・ライブラリにある次の関連ドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middlewareアップグレード・プランニング・ガイド』


	
『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』


	
Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 互換性および相互運用性の理解


この章では、互換性と相互運用性の概要を紹介し、Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネントのアップグレード時、パッチ・セット適用時、またはOracle Fusion Middlewareの新規コンポーネントのインストール時に、互換性や相互運用性について考慮が必要となる領域を特定する方法について説明します。

	
第1.1項「互換性の概要」


	
第1.2項「相互運用性の概要」


	
第1.3項「サポートされるデータベースとの相互運用性および互換性の理解」


	
第1.4項「互換性および相互運用性について考えられる問題の特定」






1.1 互換性の概要

このガイドでは、互換性とは、バージョン(またはリリース)が異なる2つのOracle Fusion Middlewareコンポーネントの相互運用性として定義されています。Oracle Fusion Middleware 11gのアップグレード時またはOracle Fusion Middleware 11gパッチ・セット適用時に、互換性について考慮が必要となる場合があります。

たとえば、アップグレード時には、更新が必要となるコンポーネントを把握し、既存の統合ポイントが引き続き機能するようにする必要があります。パッチ・セットの適用時には、新しい製品が同一リリースの他の製品と機能するかどうか、あるいは以前のバージョンで引き続き機能するかどうかを把握する必要があります。




	
注意:

互換性は、Oracle Fusion Middlewareの異なるパッチ・セットの一部としてインストールされたコンポーネント間での相互作用に該当し、たとえば、11gリリース1 (11.1.1.3.0)コンポーネントと11gリリース1 (11.1.1.6.0)コンポーネントとの互換性などがあります。互換性の問題は、リリース番号の最初の4桁のうち1桁以上が異なる場合(11.1.1.6.0と11.1.1.7.0など)に生じる可能性があります。









互換性は次のように細かく分類できます。

	
Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート間の互換性


	
Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート内の互換性






1.1.1 Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート間の互換性

Oracle Application Server 10g環境をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合には、環境内の領域を一度に1つずつ更新する可能性が高いと考えられます。

たとえば、Oracle SOA Suiteの新機能をサポートするために、1つの部門の中間層をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合があります。同時に、会社全体のOracle Identity Managementコンポーネントについては、Oracle Application Server 10gのままにしておく場合もあります。






1.1.2 Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート内の互換性

Oracle Application Server環境をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合には、特定のソフトウェア・スイート内で発生する可能性のある互換性の問題についても検討する必要があります。

ほとんどの場合、これらの問題は一時的なものであり、アップグレード・プロセス中にのみ発生します。 通常は、ソフトウェア・スイートをアップグレードする手順を完了すると、問題は解決されます。ただし、アップグレード計画に影響する可能性があるため、依然としてこれらの問題には注意する必要があります。








1.2 相互運用性の概要

このガイドでは、相互運用性とは、サポートされるOracle Fusion Middleware構成で、同一バージョン(またはリリース)の2つのOracle Fusion Middlewareコンポーネントが連携できる(相互運用できる)可能性として定義されています。具体的に言うと、相互運用性は、リリース番号またはバージョン番号の最初の4桁が同じ場合に該当します。たとえば、Oracle Fusion Middleware 11g (11.1.1.2.0)コンポーネントは、通常、他の11g (11.1.1.2.0)コンポーネントと相互運用性があります。

場合によっては、Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート間で相互運用性の問題が生じることがあります。たとえば、Oracle Fusion Middleware 11gR1製品間(SOAとWebCenterなど)でドメインが共存する場合に問題が生じます。






1.3 サポートされるデータベースとの相互運用性および互換性の理解

Oracle Fusion Middleware 11gの各リリースは、特定のデータベース・バージョンに対して動作が保証されています。具体的には、Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネント・スキーマをホストする際に、これらの動作が保証されているデータベースを使用できます。

場合によっては、特定のOracle Fusion Middleware 11g リリースにアップグレードするには、まずデータベースをサポートされるバージョンにアップグレードする必要があります。Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのアップグレードの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareアップグレード・プランニング・ガイド』を参照してください。

Oracle Fusion Middleware 11gの各リリースでサポートされるデータベースの最新情報は、Oracle Technology NetworkでOracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成を参照してください。

サポートされる構成のページで、ご使用のOracle Application ServerまたはOracle Fusion Middlewareの特定のリリース、およびアップグレード対象のOracle Fusion Middlewareのリリースを確認できます。Oracle Application ServerおよびOracle Fusion Middlewareの各リリースには、対応するスプレッドシートが用意されており、動作が保証されている構成(サポートされているデータベースなど)がリストされています。






1.4 互換性および相互運用性について考えられる問題の特定

次の項では、このガイド、Oracle Technology Network (OTN)およびその他のOracleドキュメントに記載されている情報を使用して、互換性および相互運用性に関する一般的な問題を特定し、解決する方法を説明します。

	
始める前に


	
Oracle動作保証マトリクスの使用方法


	
このガイドの互換性マトリクスの理解


	
コンポーネントおよびインフラストラクチャに関する情報の収集


	
リリース・ノートの使用方法






1.4.1 始める前に

新しい製品をインストールする、または既存製品を(新しいメジャー・バージョンまたはパッチ・セットへのいずれかに)アップグレードする際に、相互運用性および互換性に関する問題が生じる場合があります。新しい製品コンポーネントをインストールする段階では、相互運用性に関する考慮事項は、その新しい製品を同一リリースの他のOracle Fusion Middlewareコンポーネントと統合する機能に関連しています。

互換性に関する考慮事項は、インストール済であると想定される以前のバージョンのOracle Fusion Middleware製品と、新しい製品を統合する機能に関連しています。 製品を更新する段階では、たいていは互換性の1つが問題となりますが、他のコンポーネントの考慮が必要になる場合があります。考慮が必要となるのは、既存の統合ポイントが引き続き機能するように更新する必要のあるコンポーネントです。

表1-1に示すタスクのリストは、Oracle Fusion Middlewareのアップグレードおよびインストール戦略の戦略に必要な情報を収集する際に役立ちます。


表1-1 相互運用性に関する考慮事項を特定および解決できるようにするためのタスク

	タスク	説明	ドキュメント
	
タスク1: インストール済コンポーネントおよびサポート・インフラストラクチャに関するリリース情報とバージョン情報を収集します。

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの相互運用性および互換性について考えられる問題を特定するには、インストール済またはインストールやアップグレードを計画している各コンポーネントあるいは一連のコンポーネントについて、リリース情報とバージョン情報を収集する必要があります。

また、オペレーティング・システム、データベース、JDK、およびその他のサード・パーティ製品のバージョン情報とリリース情報も確認する必要があります。

	
第1.4.4項「コンポーネントおよびインフラストラクチャに関する情報の収集」を参照してください。


	
タスク2: アップグレードを計画する際には、アップグレード戦略を作成して、Oracle Fusion Middleware 11gへのアップグレード時にサポートされる開始点を理解する必要があります。

	
アップグレード開始点とは、Oracle Fusion Middleware 11gにアップグレードするために実行している必要があるOracle Application Serverの特定のバージョンです。サポートされているアップグレード開始点であるOracle Application Serverのバージョンを実行していない場合は、以前のリリースのドキュメントを使用して、まずサポートされている開始点にアップグレードする必要があります。

	
『Oracle Fusion Middlewareアップグレード・プランニング・ガイド』には、Oracle Fusion Middlewareアップグレード計画の作成方法と実装方法の詳細情報が記載されています。

また、各Oracle Fusion Middleware製品には、詳細なアップグレード・プロセスが記述されたアップグレード・ガイドが用意されており、アップグレード後に完了する必要のある構成タスクが明確にされています。


	
タスク3: パッチ・セットを適用する際には、使用しているコンポーネントおよびサポート・インフラストラクチャのパッチ要件を理解しておく必要があります。

	
パッチの適用では、小さなファイルの集まりを既存のシステムにコピーする処理を行います。通常、パッチはOracle製品の特定のバージョンに関連付けられており、製品の1つのマイナー・バージョンから同じ製品のより新しいバージョンへの(たとえば、バージョン11.1.1.2.0からバージョン11.1.1.3.0などへの)更新が実行されます。

	
『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』は、既存のOracle Fusion Middlewareにパッチを適用する場合や、既存のOracle Application Server環境をアップグレードする場合に使用可能なツールについて説明しています。このガイドは、パッチ適用前に満たす必要のある製品固有の前提条件についても説明しています。

最新のパッチおよびパッチ・セットについては、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントに記載されています。このドキュメントは次のWebサイトにあります。http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_requirements.htm


	
タスク4: Oracle Fusion Middlewareの新規コンポーネントをインストールする際には、インストール要件およびサポートされる開始点について理解しておく必要があります。

	
各Fusion Middleware製品スイートには、前提条件、サポートされる開始点、およびインストール後の構成手順が記述されたインストレーション・ガイドが用意されています。相互運用性および互換性に関する問題を回避するには、インストール手順に目を通して、それに従うことが重要です。

	
無料のインストール・ドキュメント、リリース・ノート、ホワイト・ペーパーまたはその他の資料をダウンロードするには、Oracle Technology Network (OTN)にアクセスしてください。OTNを使用するには、オンラインでの登録が必要です。登録は、次のWebサイトから無償で行えます。

http://www.oracle.com/technology/global/jp/membership/index.html

すでにOTNのユーザー名およびパスワードを取得している場合は、次のURLでOTN Webサイトのドキュメントのセクションに直接接続できます。

http://www.oracle.com/technology/documentation/












1.4.2 Oracle動作保証マトリクスの使用方法

Oracle Fusion Middleware動作保証マトリクスには、サポートされるシステム構成、データベース・バージョン、およびサードパーティ製品など、互換性および相互運用性に関する重要な情報が記述されています。これらのドキュメントを参照して、現在の環境がアップグレードまたはパッチ・セットをサポートしているかどうかを確認してください。




	
注意:

このガイドの情報は、Oracle Fusion Middleware動作保証マトリクスに記述されている情報を補完するためのものです。このガイドの情報と動作保証マトリクスの情報に相違がある場合は、動作保証マトリクスの情報を適切なバージョンとしてください。動作保証マトリクスのほうが頻繁に更新されています。










表1-2 Oracle Fusion Middleware動作保証マトリクス

	ドキュメント名	説明
	
Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成

	
Oracle Fusion Middlewareの各製品領域は、サポートされるインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサード・パーティ製品について記載された動作保証のドキュメントをメンテナンスしています。

Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成のページで、確認する製品領域をスクロールして見つけ、適切な動作保証ドキュメントを選択してください。


	
Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメント

	
Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。












1.4.3 このガイドの互換性マトリクスの理解

相互運用性マトリクスおよび互換性マトリクスは、潜在的な問題を特定して追加情報に関連付けるために、このガイド全体を通じて使用します。このガイドの相互運用性マトリクスおよび互換性マトリクスを使用する場合、次のいずれかの方法でサポート・レベルを定義できます。


表1-3 このガイドのマトリクスの使用方法

	ステータス	説明	例
	
互換性または相互運用性がある

	[image: 互換性インジケータ]
	
関連するコンポーネント間の統合が、適切な構成で機能することが期待できます。ただし、互換性は動作を保証するものではありませんのでご注意ください。動作保証については、表1-2に記載されている動作保証マトリクスで確認できます。

	
たとえば、Oracle HTTP Standalone Server 10.1.3は、Forms、Portal、Reports、Discoverer 10.1.2と互換性がありますが、使用する構成によってはいくつかの制限が課される場合があります。


	
互換性または相互運用性がない

	[image: 互換性インジケータ]
	
関連するコンポーネント間の統合が機能することは期待できません。

	
たとえば、Oracle HTTP Server 11gR1は、Forms、Portal、Reports、Discoverer 10.1.2との互換性がありません。そのため、これらの製品の併用は避けることを強くお薦めします。


	
特定のガイドまたは項への参照

	
	
この参照は、Oracle Fusion Middleware 11gのアップグレード時、パッチ適用時またはインストール時に確認する必要のある互換性要件や考慮事項について、個々のガイドが詳細情報を提供する場合に提供されます。

	
たとえば、Oracle Application Server 10g Identity ManagementコンポーネントとIdentity Management 11gコンポーネントの相互運用性に関する詳細情報は、Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementアップグレード・ガイドを参照します。


	
該当なし

	
	
適用なし

	
たとえば、 通常、カスタムJava EEアプリケーションとOracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererのインストール間では、通信も相互作用も行われません。












1.4.4 コンポーネントおよびインフラストラクチャに関する情報の収集

Oracle Fusion Middlewareのリリース情報とバージョン情報は、システムにインストールされている各コンポーネントで使用できます。この情報は、相互運用性および互換性に関する問題を効率的に特定し、解決するために必要となります。第1.4.2項に記載されている動作保証マトリクスには、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの動作保証要件およびシステム要件に関する情報が記述されています。

この項では、次の情報について説明します。

	
Oracle Fusion Middlewareの製品リリース情報の確認


	
データベース固有のバージョン情報およびリリース情報の確認

	
Oracle Databaseのリリース情報の確認


	
Microsoft SQL Serverのバージョン情報の確認


	
DB2のバージョン情報の確認





	
Java SEのバージョン情報の確認






1.4.4.1 Oracle Fusion Middlewareの製品リリース情報の確認

相互運用性または互換性に関する潜在的な問題を調査する場合、Oracleホーム内のすべてのコンポーネントのバージョン番号を識別することは有用です。

Oracle Fusion Middleware製品の個別のリリース情報やバージョン情報を確認するには、Oracle Universal Installer (OUI)を使用して、インストールされている製品の情報を表示します。

詳細は、次の項を参照してください。

	
『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のリリース番号の表示に関する項


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reportsインストレーション・ガイド』のインストールされている製品と製品バージョンの確認に関する項




バージョン情報およびリリース情報は、OracleホームのoraInventory/logsディレクトリにある、インストール・ログ・ファイルで確認することもできます。






1.4.4.2 Oracle Databaseのリリース情報の確認

Oracle Databaseのリリース情報を確認する手順は次のとおりです。

Oracleホーム・ディレクトリから、次のようにSQL*Plusを起動します。


sqlplus /nolog
SQL> CONNECT / AS SYSDBA
SQL> select * from v$version;


このコマンドにより、リリース情報が次のように表示されます。


Oracle9i Enterprise Edition Release 9.2.0.8.0 - Production 
PL/SQL Release 9.2.0.8.0 - Production 
CORE 9.2.0.8.0 Production 
TNA for 32-bit Windows: Version 9.2.0.8.0 - Production 
NLSRTL Version 9.2.0.8.0 - Production 






1.4.4.3 Microsoft SQL Serverのバージョン情報の確認

Microsoft SQLデータベースのリリース情報を確認する手順は次のとおりです。

コマンドラインから、次のように入力します。


exec xp_msver ProductVersion


このコマンドにより、製品バージョン情報が次のように表示されます。


ProductVersion 589824 9.00.1399.06






1.4.4.4 DB2のバージョン情報の確認

DB2のリリース情報を確認する手順は次のとおりです。

	
Windowsオペレーティング・システムのコマンドラインで、次の場所に移動します。


\Program Files\IBM\SQLLIB\BIN>db2level


このコマンドにより、データベース・バージョンおよび適用可能な修正パック情報が次のように表示されます。


DB21085I Instance "DB2? uses "32? bits and DB2 code release "SQL09011? with level identifier "01020107?.
Informational tokens are "DB2 v9.1.100.129?, "s061104?, "WR21374?, and Fix Pack "1?.
Product is installed at "D:\PROGRA~1\IBM\SQLLIB" with DB2 Copy Name "DB2COPY1?.


	
UNIXオペレーティング・システムのコマンドラインで、次のように入力します。


db2ls


このコマンドにより、インストールされているDB2製品のインストール・パス、バージョン・レベル、修正パック情報およびインストール日付が表示されます。このコマンドの出力は、デフォルトでコンソールに出力されます。


Install Path        Level   Fix Pack    Install Number     Install Date
--------------------------------------------------------------------------
/opt/ibm/db2/V9.1   9.1.0.0        0          1    Fri Sep 3 10:26:33 2010 EDT  









1.4.4.5 Java SEのバージョン情報の確認

多くのFusion Middlewareコンポーネントは、サポートされるJava SEソフトウェアがインストールされ、構成されているかどうかに依存します。現在サポートされているJava SEのバージョン情報は、第1.4.2項で説明されているように、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成のマトリクスに記載されています。

システム上には、次のような複数のバージョンのJava SEが存在する場合があります。

	
オペレーティング・システムによってインストールされたJava SE


	
顧客のJava SE


	
Oracle WebLogic ServerとともにインストールされたJava SE


	
Oracle Fusion Middleware 11g製品とともにインストールされたJava SE




相互運用性または互換性に関する問題のトラブルシューティングを行う場合、システムにインストールされているJava SEのバージョン、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアによって使用されているバージョンおよびJava SEソフトウェアがインストールされている場所を把握することは有用です。

システムにインストールされているJavaソフトウェアを確認するためのいくつかの一般的な方法を、次に示します。

	
システム環境内で、JAVA_HOME環境変数があるかどうか、またはPATH環境変数に目的の情報が含まれているかどうかをチェックします。


	
Linuxシステムでは、次のコマンドを使用して、システムのデフォルトのJava SEをチェックしたり、Java実行可能ファイルが存在する特定のディレクトリに移動したりできます。


java -version
which java


	
次のファイルに含まれるJAVA_HOMEの値をチェックして、Java SEが構成されている場所を特定します。


MW_HOME/wlserver_10.3/common/bin/commEnv.sh
DOMAIN_HOME/bin/setDomainEnv.sh
MW_HOME/wlserver_10.3/common/nodemanager/nodemanager.properties




通常のOracle WebLogic Serverインストールには、Oracle JRockit SDKまたはSun SDKによってインストールされたOracle共通ホームが含まれます。Oracle共通ホームには、Fusion Middleware ControlおよびJava Required Files (JRF)に必要なバイナリおよびライブラリ・ファイルが含まれます。通常、Oracle共通ホームにインストールされるJava SEファイルは、次の場所にあります。


ORACLE_COMMON_HOME/jrockit_160_17_R28.0.0-679


または


ORACLE_COMMON_HOME/jdk160_20


Oracle JRockit JDK 6 R28.0.0は、Java SE 6とともに使用されるJRockit JVMの28.0.0リリースであることを示します。同様に、Oracle JRockit JDK 5.0 R28.0.0は、J2SE 5.0とともに使用されるJRockit JVMの28.0.0リリースであることを示します。

完全なリリース番号は次のようになります。


R28.0.0-637-126675-1.6.0_17-20100111-2121-windows-ia32


この例では、R28.0.0はJRockit JVMのリリースを、1.6.0_17はJavaバージョンを、windows-ia32はこのリリースが実行されているプラットフォームを表します。








1.4.5 リリース・ノートの使用方法

相互運用性および互換性に関する特定の問題を解決する際に必要なパッチ・セットの具体的な情報については、Oracle Fusion Middlewareのリリース・ノートを参照してください。これらの特定の問題は、アップグレード・プロセスまたはパッチ適用プロセス中に生じる可能性があります。各リリースのリリース・ノートは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。


http://docs.oracle.com/











2 Oracle Forms and Reportsの相互運用性および互換性


Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)の相互運用性および互換性に関するいくつかの重要な情報を紹介します。

この章は次の項で構成されています:

	
第2.1項「Oracle Identity Managementとの相互運用性および互換性」


	
第2.2項「Oracle Forms and ReportsのMiddlewareホームとドメイン拡張時の相互運用性」






2.1 Oracle Identity Managementとの相互運用性および互換性

Oracle Forms and ReportsとOracle Identity Managementとの間の相互運用性および互換性の問題に関する次の情報を参照してください。

	
Oracle Identity Managementの使用に関する一般情報


	
Oracle Internet Directory 11gおよびSingle Sign-On 10gとの互換性


	
Oracle Access Managerとの互換性および相互運用性






2.1.1 Oracle Identity Managementの使用に関する一般情報

新しいOracle Identity Managementコンポーネントをインストールする前や、Oracle Identity Managementサービスを使用するためにOracle Forms and Reportsソフトウェアを構成する前には、次を確認してください。

	
使用するOracle Fusion Middleware製品と互換性のあるOracle Identity Management製品を識別するためのOracle Fusion Middleware動作保証情報。詳細は、第1.4.2項「Oracle動作保証マトリクスの使用方法」を参照してください。


	
既存および将来のOracle Fusion Middlewareコンポーネントと互換性のあるOracle Fusion Middlewareソフトウェアのバージョンをインストールおよび構成していることを確認するための、この章の情報。




同様に、Oracle Fusion Middlewareパッチ・セットを適用する前に、現在の環境をチェックして、そのパッチ・セットの適用がOracle Identity Managementコンポーネントとそれらに依存するOracle Fusion Middleware製品間の相互運用性に影響を与えないことを確認してください。

また、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)とともに使用するOracle Identity Management製品のインストール先についても制限があります。詳細は、第2.2項「Oracle Forms and ReportsのMiddlewareホームとドメイン拡張時の相互運用性」を参照してください。






2.1.2 Oracle Internet Directory 11gおよびSingle Sign-On 10gとの互換性

Oracle Fusion Middleware 11gには、Oracle Single Sign-Onユーザー向けのアップグレード・パスが用意されています。具体的には、Oracle Single Sign-On環境をOracle Access Manager 11gにアップグレードできます。

ただし、Oracle Internet Directory(およびOracle Directory Integration Platform)インスタンスを11gにアップグレードした後で、アップグレード後のタスクをいくつか実行する必要があります。このタスクは、Oracle Single Sign-On 10gが、アップグレードされたOracle Internet Directoryインスタンスと正常に連携できるようにするために必要です。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementアップグレード・ガイドに記載されている、Oracle Internet DirectoryおよびOracle Directory Integration Platformのアップグレード手順に従ってください。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Identity Managementインストレーション・ガイドのSingle Sign-Onのインストールの評価に関する項を参照してください。






2.1.3 Oracle Access Managerとの互換性および相互運用性

Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)をインストールするときに、インストールを既存のOracle Access Manager 11gインスタンスと統合することを選択できます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Forms and Reportsインストレーション・ガイド』のアイデンティティ管理によるOracle Forms and Reportsの保護に関する項を参照してください。

また、Oracle Access ManagerをOracle Forms and Reportsとともに使用する場合、次の考慮事項に留意してください。

	
Oracle Access ManagerをOracle Forms and Reportsとともにインストールする際の制限


	
Oracle HTTP Server WebGateのOracle Access ManagerおよびOracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)との併用






2.1.3.1 Oracle Access ManagerをOracle Forms and Reportsとともにインストールする際の制限

Oracle Access ManagerをOracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)とともに使用する場合、次のいずれかを実行します。

	
ほとんどの場合、Oracle Access Managerは、Oracle Forms and Reportsとは異なるホスト・コンピュータにインストールして構成することをお薦めします。


	
Oracle Access ManagerをOracle Forms and Reportsと同じホストで使用する場合は、2つの製品を別々のMiddlewareホームにインストールします。たとえば、Oracle Access ManagerをOracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)と同じMiddlewareホームにインストールしないようにします。




詳細は、第2.2.1項「Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)のMiddlewareホームの相互運用性」を参照してください。






2.1.3.2 Oracle HTTP Server WebGateのOracle Access ManagerおよびOracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)との併用

Oracle Access ManagerをOracle Forms and Reportsとともに使用する場合、必ずOracle Access ManagerおよびOracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)の両方でサポートされているOracle HTTP Server WebGateソフトウェアのバージョンを使用します。

詳細は、第1.4.2項「Oracle動作保証マトリクスの使用方法」を参照してください。










2.2 Oracle Forms and ReportsのMiddlewareホームとドメイン拡張時の相互運用性

次の項では、Middlewareホームに製品をインストールする際と既存のOracle WebLogic Serverドメインを拡張する際のOracle Fusion Middleware製品の相互運用性について説明します。

	
Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)のMiddlewareホームの相互運用性


	
Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)のドメイン拡張時の相互運用性






2.2.1 Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)のMiddlewareホームの相互運用性

ほとんどのOracle Fusion Middleware製品に適用される一般的な規則は、作成する各Middlewareホームに、必ず同じバージョンまたはパッチ・セットの製品のみが含まれるようにすることです。

ただし、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)の場合、この規則の制限はさらに厳しくなります。特に指示がないかぎり、Oracle Forms and Reportsと同じMiddlewareホームに他のOracle Fusion Middleware製品をインストールしないようにしてください。

この規則は、Oracle Access ManagerおよびOracle Forms and Reportsのインストールおよび構成について考慮するときに、特に重要になります。詳細は、第2.1.3項「Oracle Access Managerとの互換性および相互運用性」を参照してください。






2.2.2 Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)のドメイン拡張時の相互運用性

ほとんどのOracle Fusion Middleware製品では、別のOracle Fusion Middleware製品を使用して既存のOracle WebLogic Serverドメインを拡張できます。この場合、ドメイン内で構成されているすべての製品のリリース・バージョンまたはパッチ・セットが一致している必要があります。

ただし、Oracle Forms and Reports 11gリリース2 (11.1.2)の場合、この規則の制限はさらに厳しくなります。特に指示がないかぎり、他のOracle Fusion Middleware製品を使用してOracle Forms and Reportsドメインを拡張しないようにしてください。

この規則は、Oracle Access ManagerおよびOracle Forms and Reportsのインストールおよび構成について考慮するときに、特に重要になります。詳細は、第2.1.3項「Oracle Access Managerとの互換性および相互運用性」を参照してください。
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このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
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